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5 万分。 1 地質図幅 『十
説明書 μゐ

尾 (~JII~fr-第 68 号)

北海道立地下資源調査所

北海道嘱託橋本誠

同 武田裕幸

はしがき

この ['~l幅は昭和 34 年 9 月より 10 月にかけ約 30 日間の野外調査の結果をとりまとめた

ものである c この地域は北海道の中軸をつくる日高帯雨端部の東側のはじにあたって l)

る。険聞な地勢をしめす日高山脈のために，ここには山脈の東部十勝地方と西側の日高地

方とを桔ぶ唯一の交通路がふるくから聞かれていたc したがって，日高山地内部の地質が

まだ明るみにだされていなかった当時から，海岸にそう地帯はしばしば調べられ，重~な

研究の行われた地域である。 以前に行われたおおくの研究，調査は，この図幅の作製にあ

たって大きなLV)げとなった c また日高研究クソレープによる円高変成帯ry，f端部の地質研究は

悶l隔をつくるのをひじように容易なものとしたc

これら先人諸氏ならびに日高研究グループの各位には深甚な謝志を申しのべた l

まだ釦;床の項目に関しては，地質調査所北海道支所沢俊明氏の多大な御援助をうけてい

る〔この項は氏の草稿によることを申しのべ，心から御礼申し上げる次第である

野外踏査に当つては，北大理学部地鉱教室中村耕二氏に地域の一部を分tHo していただき，

図幅のとりまとめに助力をいただし】た。また住友金属鉱山f'i'調津鉱業所からいろいろと便

宜をより計らっていただいた3 厚くお礼申し上げる c

I 位置bよび交通

この図幅のしめる位Rは北海道襟京I岬の北方にあたり，その東海岸の地域をふくんでい

る乙この地域の大半は行政の上で、広尾郡広尾町にふくまれている c

r'，()幅P''jのおもな市街地は広尾町および青調津市街地で，いずれも海にlic日A して発達する。

!よ宅町へは帯広市より同鉄広尾線が通じている c Iヨ幅内の主なる交通路は海岸にそって
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走る国道で音調津，目黒，幌泉をへて日高国様似町に達する。これがいわゆる「黄金道路」

である。国鉄ノくスが定期運行している c これを幹線路とし，西広尾川，東広尾川には川沿

いに道路がある。音調津からはゴイカクシェ音調津川および美幌川上流の磁硫鉄鉱，黒鉛

鉱床(住友金属音調津鉱業所)に至る道路がある。いずれもトラザクを通じうる。図上の

旧国道は現在荒廃し車は通られない。

II 地形

乙の図幅地域は日高山脈の東斜面をふくむために，山地がその大部分をしめている c 南

部の山地は，日高山脈の脊梁にあたり，変成岩類や深成岩類よりなる 800m 内外のもので

ある。この山地は北に向ってしだいに低まり，図幅の北はじの 200~300m の正陵におわ

る。この丘陵地の北は広大な複合扇状地帯，すなわち卜勝平野である。山地，丘陵地の東

部は，南北方向に直線的に海によって切られている。海岸は急崖が迫り，平坦地は河川の

川口にのみ発達する。

図幅内の諸川は日高山脈より東に平行に流れるもので，北より楽古川，広尾川，美幌Hi，

音調津川が主なるものである。それらの流路にそって，河岸段丘が発達している c

平行する河川間の分水尾根には，北西~南東方向にならぶけんちょな鞍部がみとめられ

る。これらの配列は日高山脈主稜に平行し隣接図幅「来古岳」地域内に連続する c いずれ

も地質構造上の志味をもつものである。

III 地質概説

この図幅地域の大半をしめるものは日高層群であり，南部に深成岩類，変成岩類および

ミグマタイト類が分布している。この日高層群は日高変成帯の東翼をはしる不変成層の東

南端にあたり，おおむね NNW の走向で，急傾斜あるいは逆転を示しつつ，東から西

へ，新しい地層から古い地層へと帯状に分布している。

日高層群は下部(楽古層)と上部(広尾層)にわけられ，また地域の中央をはしる男断

破砕帯(オナオベツ層)にわけられる。楽古層は南部の深成岩地域付近ではホノレシブェノレ

ス化しているが，砂岩，粘|、反岩が主で牒岩，石灰質団球などを含んでいる。広尾層は，主

に砂岩，泥岩からなり，石灰岩，シャーノレスタイシを爽在するもので，従来，時代未詳中

生層とされていたものである。化石は全く産出せず楽古層と広思層の時代は不明である

-2-



が，両者の関係はその岩相から同じ日高層群のものと解せられるつオナオベツ層は方解石

および問長石網脈の発達した構造帯であるが，楽古屑あるいは広尾国のいずれにも属せし

むることは困難なので便宜上独立した地層とした。

これらの地層の上に豊似川層(鮮新世)が楽古川河口附近に分布している。 NNE の走

時代 地 層 模式柱状図記号岩 桁 その他|
市白
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第 1 図一般地質層序表
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向， 50つ~70コSE の傾斜をもった棟岩を主とする地層で淘汰はわるい。 さらに亜炭をもっ

たピラオトリ層(洪積世)が来古川河口附近に分布している。

段丘はよく発達しているが，日高帯中央部より流されてくる土砂が現河川の流域をうめ

て扇状地を形成しているため，海岸に発達する海成段丘，現河川の流域にみられる河岸段

丘の区別すら困難な状態である。

IV 堆積岩類

IV.l 日高層群

IV. I. 1 楽古層

楽古図幅(1 959) の命名で下部日高層群をさしている。走向は NNE で急傾斜または逆

転した地層であるが，岩十日からみて下位から粘収岩層，互層部，砂岩層の 3 つにわけられる。

粘板岩層

楽古届中の下部に位置するものと考えられるが，岩質は黒色ち密な粘|長岩が主で厚属で

あるが，砂質部の部分があり層理はみえる。節用ーが発達しており，走向に約 15~ 程度斜交

したものが多い。この地層は楽古図幅の C 層にあたるが，当地域では互層部の下部に位置

することが明らかである。層厚は約 1，000m 。

互層部

海岸に分布している地層はほとんどこの部分で主に砂岩および砂質粘恨岩の数 mm の

薄互国からなっており，上部に疎岩，下部に石氏質団球を含む届がみられるコ上部にやや

厚屑の砂岩がみられるが，大部分は縞状の小沈積輪廻を示しており，地層の上下関係も判

別することが出来る。海岸地域における逆転構造はこの葉理によって判明することができ

た。石灰質団球は拳大~人頭大のやや扇平のものが多く，細粒の砂岩層に入っているコ疎

岩層はそのぼう縮がはげしく，おおむね 10m 土であるが上下に粗粒砂岩の厚居がくるこ

ともある。醸の大きさは親指大のものが多いが，まれに人頭大のものが入っている c 日平

な円疎~亜円礁が多く輝緑岩，粘 i反岩，扮岩，チャート，花岡岩などの疎をもってくる。

この部分は来古岳図幅の AJ 昌に当るが，当地域では粘収岩屈の上位にあるじ層厚(ま約

1,700 mo

砂岩層

岩質は灰色，ちみつな中粒砂岩であり，乙の中に黒色粘仮岩の破片を多く含んでおり，

特徴的である。一般に厚届であるが硬質な粘仮岩の薄層をはさむことが多いコこの層は楽
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古岳図幅の B 層に当り居厚は約 2，000 m十っ

IV.I.2 広尾層

広尾層の層序は次の通りである。

(8) 凝灰質砂岩層 700m 十

(7) 泥岩層 200m 土

(6) 砂岩層 750m 土

(5) シャーノレスタイシおよび石灰岩 5~15m

(4) 砂岩層 250m 土

(3) 泥岩層 300m 土

(2) 砂岩層 150m 士

(1)砂岩互層 1,400 m+

(1)は砂岩が卓越した砂岩および泥岩の互層であるo (2) , (4) および (6) は楽-L山首の砂

岩層と非常によく類似した岩相を示し，粘仮岩の破片を含んだ中粒の灰色砂岩であるつ (3)

および (7) は細片状によくはげる，やや軟質の泥岩で，北海道における白豆紀層の泥岩相

とよく似た岩質であるつ (3) の中には人頭大の球形の団球を多く含んでいる。 (5) は不均

質な r*白色石灰岩で部分的にシャーノレスタインと入り組んだ%のものもある。 (8) は凝灰

質の黒灰色砂岩で塊状のものが多い。

広尾層は大樹閃幅 (10 万分の 1) の命名で時代未詳中生層としてしられていたものであ

るコ上述のように砂岩は楽古層のものと近似しており， Jt岩は白主紀層のものと近似して

いるが， V ヤーノレスタインおよび石灰岩の存右:から将来，下部自主系あるいは上部ジェラ

系あたりに対比される可能性があるつ広毘層と来古層との関係は岩質および構造からみて

大きな時代の差はな l) ものと考えられる σ

IV.1.3 オナオベツ層

地域の中央部を NNW の走向ではしる男断帯は原岩が粘仮岩および砂岩と考えられる

が，その中を方解石および百長石の桐脈が ~l:常に発達した地層であるご この努断帯は約

1,300 m もの幅をもっており，いわゆる 1:;糞状岩として特異の岩貌を示している 3 原岩を

考えるならば，広尾居あるいは来古)菖のいずれかに属するものと考えられるが，原岩を判

定することが困難なため，便宜上，一つの地層としてオナオベツ屈とした。

IV.2 豊似川層

来古川下流附近に分布し，おおむね N10 コ~20CE ， 50C~70CSW\V で操岩を主とした地

-5-
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第 2 図 ピラオトリ層柱状図
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属である 2 日高層群の北北西に対して北北東の走向を示し，日高層群ほど急傾斜ではない

が地層はかなりたっており，広尾層とも断層をもって接していることから考えると，鮮新

世後の運動も大規模なものであったことが考えられる。牒岩は陶汰が悪く，疎岩中にレン

ズ状に泥岩，砂岩の互同を含んでいる c なお，上部になると瞭岩は粗粒な砂岩にかわって

いると化石はこの地域ではみつけることが出来ず，探の種類はホノレシブェノレス，花向岩，

黒色粘仮岩，灰色粘収岩，シャーノレスクイシ，輝緑岩などの日高層群のものがほとんどで

ある。ふつう親指大程度の亜円牒が多い。豊(以川層の時代はその岩質から鮮新世に対比さ

れるものと考えられる J吾厚は約 120m 十。

IV.3 ピラオトリ層

楽古川河口附!!J:，ピラオトリ， トリボシマ下流および円山の南側に分布する。豊似川居

を不整合にきって殆と、水平に分布し，上は段丘疎!尚にきられている c 岩質は未凝問の粗粒

~細粒の砂岩，黒色~禄色の粘土!首の互屑であるが，亜炭，岩質粘土，凝灰質砂岩などを

はさんでいるつ居相変化がはげしく，亜炭の層準も少なくも 3 つある。この居はその堆積

からみて，下部洪積世に属するものと考えられる。届厚は約 20m 土。

IV.4 段丘堆積物会よび、扇状地堆積物

段丘は海岸は海成段正，各河川の河岸には河岸段正が発達しているが，この上を日高山脈

から流れでた土砂が厚く覆い，扇状地を形成している。従って段丘が現河川の流域に残っ

ておらず，広大な扇状地堆積物 lこ覆われ，現河川はこれをきって流れているわけである。

V 変成岩類bよびミグマタイト

この地域で観察される変成岩類， ミグマタイトにはつぎのようなものがある。

ホルンブェノレス類

黒宝母片岩および黒豆母片W~;岩

角閃岩

合主青石黒雲母ミグマタイト

V.I ホルンフェノレス類

ホノレンブェノレス類は，変成帯の外側におよそ 2km 幅の帯状分布をしめしている。すな
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"

第 3 図 ホノレンフェノレス

粘板岩起源部のなかの白い斑点は

絹雲母の斑状変品である。

視野直径約 2mm

る。

阪粘岩起源のホルンブェノレ

スには，黒雲母とともに絹雲

母が O.02~O.04 mm 程度の斑

点をつくり形成せられている

ことがある。

わち音調津より約 2km 南方，海岸ムイケレより北西酉に走り美幌川中流を通る持がホノレ

ンブェノレスと不変成岩との境界になる。

変成帯のもっとも外側のホノレンブェノレスは，むしろ変砂岩，粘仮岩とよぶべき岩石であ

る。変成度すなわち再結晶の度合は変砂岩，粘板岩の帯を通じでほぼ一定しているが，片

麻岩， ミグマタイトに近接する位置で，片理のいちじるしい片状黒雲母ホノレンブェノレスが

発達している。おおくの場所では，変砂岩，粘仮岩の帯と片状ホノレシブェノレスの帯との聞

に勇断帯がみられ，ここを境にして，それぞれの帯での層理面あるいは片理面の走向・傾

斜がかわる。

深成岩類の接触部では，わずか数メートノレ幅の完全再結品質黒雲母ホノレシブェノレスが発

達することがある。

V.l.a 変砂岩・粘板岩

乙れらの岩石は原岩の構造をそのままに残している熱変成岩であるつ層理面なども不変

成岩帯にそのまま連続する。熱変成鉱物は，穆結物質のなかに生じた不定形の黒雲母であ

る。ムイケ、ン，ノレベシベツ近くでは砂岩層のなかに介在する石灰質団球の変成が，注意さ

れ報告されている。砂岩の変

成にくらべ石灰質部分の変成

は透輝石，斜長石の組合せで

しめされるように，一見ひじ

ように進んだもののようであ

V.l.b 片状黒雲母ホルンフェルス

まえにのべたように，この岩石は変砂岩，粘板岩類と勇断帯できりはなされ，むしろ片

麻岩の単位の 1 っとして発達している。石英，斜長石よりなる細い脈が，片理に大体平行

に形成されている。

粘恨岩源と考えられる細粒部を検鈍すれば，

O.02~3mm の粒状斜長石，石英の間に，同じ大きさのいくらか薄片状黒雲母が配列して
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いる。黒雲母はいくらか層状に発達している。これは堆積のラミナをしめすものであろ

うコしかしそれぞれの黒宝ほの片状結品は，そのラミナと必ずしも平行に配列していな l)o

ラミナあるいは片状黒雲母結品の方向に平行して， O.1~O.2mm 幅のおもに石英よりなり

だっシュリーレン， レンズが発達するつ

V.2 黒雲母片岩会よび黒雲母片麻岩

黒雲母片岩および黒 3: は:片麻岩は二(i'調津川上流 778m 峰を中心に分布するミグマタイ

トのまわりに整合的な帯状分布をしめし発達している。これらは， したがって， ミグマタ

イトとホルンブェノレスとの中間，貯に位医することになるつ

しかし，片麻岩のあるものはミグマタイトの領域のなかにも，紡錘形，または不規則な

ブロック形のパレオソームとしてたくさんみることができるつ 778m I峰東白 iではこのよう

な産状がとくにいちじるしい σ

V.2.a 黒雲母片岩

黒雲 Iま片岩は細粒，比較的によわい片状構造をしめしているつ古調津川上流部では白い

細脈をともない，細かく摺曲することがおおい。

鏡下では O.05mm ほどの等粒，モザイク状斜長石および石見の間に， 1HI勾に配列する

決黄褐色の黒雲母の架片状桔品がみとめられる亡斜長石はおもに単品で， An30 程度の成

ABC

第 4 図 )i-;伏ホノレンフェルスー韮青石黒雲母ミグマタイト

視野直径2mm

A: 片状 }t\ 雲ほホルンブエルス

B: 斜長石斑状変品をもっ ;r~ 雲母)j麻岩

C: 主青石黒、雲母ミグマタイト

草青石はピナイト化している。

Q: 石英 PI: 斜長石， Kfel: カリ長石， Bi:!~雲母， Cor: 革青石
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分である。白色の脈状部は 0.3~0.05mm ほと、の石英の粒状結晶より成りたつ。いくらか

の斜長石，白雲母もともなわれて l) る。

片J印岩域に近い位置では粒度は O.lmm 程度に大きくなる c ところどころに童青石一一

絹雲母によって置換されている一一ーの斑点の形成されている乙とがある。

V.2.b 黒雲母片麻岩

ミグマタイトのなかのパレオソームをつくっているものを除くならば，この地域でみと

められる黒雲母片麻岩は一般に細粒であるの

主要な岩型は縞状片麻岩である。

石英，長石にとむ脈状部は数 mm 程度の問かくで，細粒の黒雲母片岩ないしホノレユノブェ

ノレス質岩石のなかに発達している。脈状部の 60~70 ;'?~は石英からつくられている。石英は

1~2mm ほどの粒状あるいは 4mm( こ及ぶ不規則な形をとり，あとのものは斜長石を包

有することがおおい。斜長石は 1~0.5mm ほどの丸みのある変品，あるいは 2mm の斑

状変品を形成する c カリ長石はいくらか発達している。これは斜長石をいちじるしく交代

し，粒問にひろがっている。

有色鉱物はすくない。黒雲 H]: および白雲母はそのおもなものである。他に電気石のみら

れることがある。

優白質脈と交互に発達する細粒部は，粒度 0.2~0.3 mm ほどの黒雲母片岩質である。斜

長石および少量の石英の等粒変品の問に 0.3mm の葉片状黒雲母が縞状部に平行に配列す

る。脈状部に接する部分にはしばしば白雲8J:がみとめられる。細粒部のなかにも，ところ

どころに前記の斑状変品状斜長石が発達している。

778m 峰東面に発達するはんれい岩岩体の東側に，せまい範囲ではあるが帯状に，斜長

石斑状変品をもっ黒雲母片麻岩が分布している。

この片府、岩は一部にミグマタイト質岩石をともなっており，自体もいちじるしく粗粒に

・なっている。斜長石の変品はおもに，なかば白形的な 1~ 1. 5 mm ほと、の結品で，主軸を方

向にそろえて配列している。よわい累帯構造がある。結品のタト縁部 lこ近く粒状の黒雲母，

石英をつつみこむものがおおい c 変品のあるものは 4~5mm ほどの白形をしめす結晶に

生長している。石英は 0.5mm 以下のレシズ状，不規則な形態をしめし集中しているが，

モヂイク状に再結品をするものがおおい。黒雲母は赤黄褐色をしめす。これらは 0.2~0.3

mm の葉片結品であるが，斜長石のまわりに集中して発達する。ジノレコシをふくむものが

おおい=
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V.3 角閃岩

図幅の西南方 778m の山地には，ミグマタイトのなかに居状の角閃岩が発達している。

この角閃岩はまわりのミグマタイトあるいは片府岩と整合的に山地をとりかこみ，母岩の

ドーム状構造を強調するつあとに記載するように，角閃岩は原岩の構造をまったく止めて

いない。したがって輝対岩ょう岩石，塩基性の堆積岩のどれに由来するか明らかでないコ

角閃岩は H吉緑色，徹密であり，肉眼哨には片理が

g!i\いごまわりのミグマタイトのなかにブロックとし

てとりこまれるととがおおい τ 片用にそっていくら

か黄誌色をおびる透輝石のUn\' キ/エリーレンを生ず

ることがあるコ

鋭下では， t田祉の角閃石および斜長石が主戒分を

なしている寸グラノプラスト~ネマトプラスト構造

をしめしている。

斜長石は任 O.1~O.3mm 程度のモザイク粒状治i守I 第 5 図角閃岩

をつくるっ思帯構造はないっ双品はまれにアルパイ 透輝石 (Di) をともなう部分があるつ

ト Jr;式のものがある 3

/¥

月閃石は O.2~O.1 mm ほどの往1えないしモヂイク状結!日で、あるゴ CZ=20)~22C ， x: 淡

褐結色， Y=Z: 結褐色~決褐色コ!言状に集中し，細かく波うつことがおおいハ

透輝石はしユちじるしく汚れた氏長石とくみあい，シエリーレンを形成している c 結1171 の

境界はひじように不規則，粒度も O.5~O.1 mm ていどの変化があるつこのシエリーレンの

なかには透揮石にともなわれカミングトン悶石が少量みられる。

V.4 ミク。マタイト

この地域のミグマタイトは， 778m 峰を中心に，片 11:1; 岩や片岩類の中核に会布しているつ

ミグマタイトは主白石を含有する岩型で含 ~{-tl] 石黒雲母ミグマタイトとよばれている乙こ

の地域ではミグマタイトおよび変成岩類は構造的に， ドームを形成するにいたった一連の

作用を反映している ο

岩石は中位，ほとんど塊状をしめし，斜長石，石英，由長石，黒雲母，白雲母，主古石

より構成されている。部分的には黒雲母などが配列し片麻岩組織がみとめられる。片麻岩

のパレオソームをたくさんふくみ，またひろく石英の団塊が含有されている c
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斜長石は1.5--0.5 mm の丸みのある短柱状結品がおおい。累帯はない。 An30 内外の成

分である。石英はもっとも多量にふくまれている。乙れらは 2--1mm の粒状結晶である。

なかには斜長石をつつみこみ，数 em の範囲にひろがることがある。団塊状の石英は卵

形，球形， ν ュリーレシあるいは不定形といろいろな形をもっ径 1--4 em ほどの結品集合

体である。これらは合主青石黒雲母ミグマタイトのなかではし 3たるところにみられるが，

とりわけで片麻岩のパレオソームを含む地域におおいじ

首長石は斜長石，石英などの間隙lこ，斑点状にひろがっている。斜長石は曹長石により

交代されている。石英は曹長石に対し白形的で，包有される結晶には完全な自形結品さえ

みられる。

黒雲母は 1mm 内外の淡赤褐色の葉片状結品をしめす。多少集中してクロットをつく

り，配列性をもつことがおお G)o 主青石は 1em に及ぶ大きなポイキロプラストをなすこ

とがある c 粒状の石英をつつみこみ，ともなっている。おおくの場合絹雲母，緑iノ巨石に変

化している。黒雲母によって交代されることも少くはな G)o

VI 火成岩

この図幅にみられる火成岩は若干の脈岩の発達をのぞけば，すべて日高変成帯にともな

われる深成岩類である。

日 I\'D変成帯では，帯の西側に発達する火成岩類は，変成帯形成の比較的早期に生じた塩

基性岩で，近入の後に変成しまたミグマタイト化作用をうけることもめずらしくな G) 0 こ

れに対し，借の東側の深成岩類は，変成帯成立の晩期の活動をしめすもので，塩基性岩と

ならび醗't'1:岩もひろく分布していると

この地域の深成岩は塩基性岩および酸性岩の 2 つの型に属するが，塩基性岩はミグマタ

イトおよび片!肉、岩類よりなる変成'貯の中軸帯と，その外側のホノレシブェノレス干t1~ との境界の

構造的不連続慌にそって発達しているヶすなわち近入活動はその構造帯が形成された後に

開始されたとみるととができる c 近入休の形態はなかば整合均であり，一方ではなかば不

調和的でもある c このような'山質の塩基性岩は日高変成，Hfでの塩基性深成岩活動を 13 相

上，構造上の見地より区分するとき，一括して正別はんれい岩とよばれている c

しかしながらこの地域の塩基性深成宏類は他の地域，たとえば幌尻[Ifの岩石とは臭った

性質をおびている。

ここではいちおう E規はんれい岩に属するということにするが，岩質の上からみるとき

12-
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花こう岩類

かんらん石はんれい岩

主活入岩類

(正規はんれい岩類)

。

ははんれい岩とはふつう呼べぬ岩石もふくむものであることをおことわりしておかねばな

らぬ τ

この図幅に発達する火成岩は近入岩体の単位別にのべればつぎのようにわけられる。

カんらん石はんれ 岩

はんれL 、岩類

角閃石はんれい岩

閃緑岩

i黒雲母花こう岩

i含角閃石黒雲母花こう岩

脈岩類
Jアプライト

l変ひん岩

VI.1 主泣入岩類(正規はんれい岩類)

この岩体はかんらん石はんれい岩より閃緑岩， トーナライトにおよぶ多種多様の岩石を

包含するのであるが，近入活動としては 1 つの単位に属すると考えられるコ泣入体はすで

にのべたように片府岩とホルンブェノレス帯の問に発達しているごすなわち変成帯のなかの

1 つの主要な構造帯，不連続帯が近入体の延びと一致している c しかし岩体はここよりの

びてホルンブェノレス帯をも切り，その東端は海岸タンネイソにみとめられる。

すなわち岩体はタシネイソより， 2~4km 幅で西方におよそ 15km のび，隣接図幅楽古

岳のなかに終っている τ 産状よりみれば 1 つの岩床をしめしている。

主近入岩体は多岐多様の岩質から複雑にくみたてられているばかりでなく，花こう岩類

によって貫ぬかれ，部分的にはいちじるしく同化されてもいる c この岩体を構成している

各岩質についてつぎにのべるつ

VI.1.a かんらん石はんれい岩

ここにのべるかんらん石はんれい岩は，あとで記述する同名の岩石とは岩体の単位が異

るばかりでなく，岩質も相違するこのかんらん石はんれい岩の発達は，岩体のなかで限

定されていて，ゴイカクシェ庁調津川中流，栄沢にみられるのみである

!白石(計田粒ないしヰ1 *~::，均質であるで磁硫鉄拡をふくむことから， 1941 年頃には探拡の

対象となっていた。

3fL下でほ日形的斜長石とオブイテイザクな有色鉱物とが特徴ある組識をあらわしてい

る
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斜長石は 1mm 内外，ほとんど白形的で， An80~

50 の成分である。累帯構造はいくらか発達する。

かんらん石は 0.3mm 内外の粒状をしめし，淡緑色

角閃石，しそ輝石により被覆されている。 2Vα=84
0

0

普通輝石は斜長石の間隙をうずめ 2mm 以上にひろ

がるポイキリアイックな発達をする c これに対ししそ

輝石は 0.3~0.5mm の短柱状結晶をつくることがおお

い。 2Vα=57
0

0

磁硫鉄鉱は，しばしば斜長石の間をうずめている。

これらは角閃石あるいは輝石でつつみこまれること

がおおい。

黒雲母はほとんどみとめられない。

第 6 図 かんらん石はんれし、岩

(栄沢)

01: かんらん石

Px: 普通輝石

PI: 斜長石

VI.1.b 両輝石はんれい岩

はんれい岩は深成岩構造をしめす，輝石および基性斜長石を主成分とする岩石の名称で

ある。しかし，この地域では標式的な岩型は岩体の小部分を構成しているのみで，はんれ

い岩質岩石の大半は角閃石，黒雲母，石英をともなっている。このなよう角閃石を有色成

分の主なものとする岩型や酸性岩的要素をおびる岩石はひじように不規則に発達し，せま

い露頭でも標式的な岩石と

いりまじってみられること

がおおいっ

もっとも標式的な両輝石

はんれい岩は，音調津川中

流域，コイカク古調津Jl!，

美幌川中流部などにみとめ

られる。

第 7 図両輝石はんれい岩中粒相 この岩石は中粒ないし粗

PI: 斜長石， Px: 普通輝石， Hyp: しそ輝石 粒の塊状岩である c

鏡下でかんさつすると，典形的な半白形粒状のはんれい岩構造がある。

斜長石は粗粒なものでは 3~4mm，中粒岩では 1~1.5 mm 粒度の半白形的である。累

帯構造はわりあいに明らかで複雑双晶をするものがおおい。石英，ー黒雲母を伴わぬ岩型で

は An 75~70 の成分をしめす。
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しそ輝石は 3mm ほどの強固な柱状結品をつくるか， 0.5mm ほどの粒状なものとがあ

るつ粒状結品は単斜輝石に包みこまれる。 2Vα=70コ。

普通輝石は 0.5~1 mm の粒状他形結品集合として斜長石とくみあうか，あるいは 5mm

以上におよぶ他形，ポイキリティックな産状をしめす。あとのものは斜長石の白形結品，

粒状しそ輝石を包み，大きな斜長石の間隙にひろがっているつ斜方，単斜両輝石のわりあ

第 8 図 石英黒雲母はんれい岩

PI: 斜長石， Q: 石英， Hyp: しそ輝石

とのような岩石は石英，黒雲 Hd: 角閃石， Bi: 黒雲母

母はんれい岩とよぶべき組成をもっている(第 8 図)。

黒雪母はたいてい斜長石の間隙に 2~4mm に達するポイキリテ f ックな単結品をつく

いは一定でないが，いずれの場合も単斜輝石の形成は斜方輝石におくれる。

角閃石は普通輝石のまわり

に，これを交代的に生じ斜長

石の粒聞にいちじるしくひろ

がる淡黄緑色のものと， しそ

輝石を置換するカミシトシ閃

石がある。

黒雲母および石英は，はん

れい岩のおおくの岩型では主

要成分として加わっている σ

ることがあると

共生する斜長石は An

58~50，回!天長石ないし

中tl:長石にちかいっ石見

{

・'‘

‘

a じて，

っている。これらは赤褐色で，石英と共生している。石英は斜長石の粒聞にひろく発達し

ており，斜長石やしそ輝石 (2 Va=65~52二〉をつつみこむことがおおい。ポイキリテイザ

クな黒雲母のかわりに，

淡黄緑の角閃石が発達す

や黒~fまのいちじるしい

, \t〆合計、イタムーJP

第 9 図 はんれい岩にみられる細粒桝の野外関係

青調津川中流

部分では斜長石はひじよ

うに大形となり， 5mm

にもおよぶものがある

これら大形斜長石はし 3ず
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第 10 図 凶j輝石はんれい岩細粒相

短冊状斜長石と輝石類よりなりたつC
おい岩日もありいくらか少い

れも An40 ほどの成分である。

石英黒雲母はんれい岩では，普通輝石は一般にひじように減りノーライト質になってい

る点は注意に値する。

中粒の両輝石はんれい岩のなかには，細粒の岩塊が漸移的な境界をもってつつみこまれ

ることがある。音調津川中流などでこの細粒岩はとくに注意される(第 9 図)。

細粒の岩石は標式的なはんれい岩構造をもっている。

斜長石は 1mm ときには 4

mm におよぶ長柱状をなし，

累帯構造はよわい° An70 な

いし An50 程度の成分である。

しそ輝石は 0.5mm 内外の

半柱状をしめし斜長石にそ

って発達する。 2Vα=65°_

52ー.

普通輝日はしそ輝石よりお

ものもあるっ 0.3mm の粒状，あるいは 1mm ほどの他形結品となり斜長石の間隙を埋め

ているつ l 黒雲母はいっぱんにおおくはな l) が，斑点状に石英とともに分布することがある。

この部分には淡黄紙の角閃石の他形結品もみられる c

VI.1.c 角閃石はんれい岩

まえにのべたように粗粒ないし中粒の両輝石はんれし)岩にともなわれ，それらと不可分

の関係で，角閃石はんれい岩とよばれるべき岩型もみとめられる。この岩型はおおくの場

合輝石をほとんど欠き，有色鉱物は淡黄緑色の角閃石が主体をなしている。

鏡下では半円形粒状，はんれい岩構造をしめすc

斜長石は長径 1-1.5 mm の短柱状，互l) にくみあって半白形をなすη 累帯はみられる

が，いちじるしくはない An55 ほどの成分である c

先閃石は斜長石の問l部をうずめる他Jf:，結品であるコ斜長石をふくんだポイキロプラスト
/¥

に類似の}f;がある c じZ=20°. 決黄緑色で多色町はよわいと

輝石はときに， しそ輝石の柱状結 1111をふくむ。普通輝石はすべて角閃石におさかわって

いるもののようである。

思三~)~および石英の形成はいちじるしくはな l)o この両者をたくさんふくむ岩型はあと
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第 11 図 石英カリ長石黒雲町はんれし、岩の岩相の変化を

しめすc 細粒相と粗粒相とは不規則に混在して

いる c 石英の [~rr· 品はつねに粗粒相のなかに形

成されるハ タンネイソ石ウミ，カリ長石は斜長石

岩質もめまぐるしく変化し

ている(第 11 図)。

相判;の岩石は O.5-1mm

の半日形住状の斜長石，

O.3mm ほどの短柱状しそ

輝石，粒状普通輝石の間隙

に，ひろく石英，カリ長石，

Rユ:母が発達する岩型であ

る

I1flが形成されているなど，

にのべる閃緑岩なのである。

VI.1.d 石英カリ長石黒雲母はんれい岩

海岸タシネイソより背後の山地にかけて，ひじように特異な岩質のほんれい岩質岩石が

分布している c この岩石は

細粒から粗粒の岩相が禄雑

にくみあっている上，石英，

カリ長石，黒雲母などがく

わわり，部分的には石英の

任 5cm に達する球状の単

り交代されている戸酸性岩

物質がし】ちじるしく集中す

るような部分では，黒雲母

の長片状結!誌が新らたに生

じた大型斜長石の問I~~iに品

出する(第 12 [当

相粒の岩型はその組織か

ら 2 つのタイプにわけられ

第 12 図 石英カリ長石黒雲母はんれい岩

Kf: カリ長不i ， Q: 石英

果、雲町は輝 ~ifii閃石を交代していると

あるいは輝石類を交代し変質を与え，輝石類はユラライトやカミングトン閃石におきかえ

られている〔これらの角内

石は黒雲母の片状結品によ
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る。その 1 はまえのはんれい岩の項にのべたような粗粒の岩型が基礎となり，それに石英，

カリ長石，黒雲母がいちじるしく交代的に添加されたタイプである。斜長石は 1~1.5 mm

の半白形的でAn55~30の成分をもっている。累帯構造は中核に不規則なものがある

輝石類は保存されている部分もあり，また角閃石化し，さらに黒雲母におきかわっている

部分も少くはない。石英，カリ長石は結晶粒問に不規則にひろがり，いちじるしく交代的

である。ときに斜長石の2~3mmにおよぶ斑品状結品もふくまれる。

球状石英の巨品のふくまれるのはこのタイプの岩石におおい。

他の1 つの岩型は斜長石，しそ輝石，普通輝石，角閃石，黒雲母，石英，カリ長石から

なりたつぺグマタイト質岩石である。産状からみると脈状，ジエリーレン状，不規則なパ

ザチ状と多様な形で前記の岩石のなかに発達している。

斜長石には5mm~lcmほどの自形的結品が，とくに周禄部に発達している。内部の斜

長石は2~3mm自形ないし半白形的で，石英に対しては白形性が明らかであるが，交代

されている。周縁部の斜長石は第13 図にしめしたよう

に，まわりに細かな輝石，角閃石，斜長石をつつみこん

でいる。そしてこの包有物のおおい部分ほど，細かな不

規則な累帯がみとめられる。結品の内部が均質であるの

に，タト縁の累帯部が不規則に消光することがある。これ

らの巨品がまわりを交代して形成された斑状変品的生長

によることは明らかである。

このような交代的な岩相は有色鉱物として輝石類がい
第 13 図 石英カリ長石黒雲

ちじるしく発達している。そのあるものは角閃石化して ほはんれい岩内の

粗粒岩相
はいるが，一方では石英，カリ長石や黒雲母と共生しな

斜長石の巨品は，細粒部を

がらも存在している。さらに交代された細粒岩の輝石類同化してひろがっているc

同化不完全の部分にはおお
が角閃石化しているにも拘らず，ぺグマタイト状の部分

くの不均質粒状部が発達し

に輝石が安定に発達している点は，つぎにのべる石英のている。

単品の発達と関連する輝石類の形成とともに興味ある現象である。

石英カリ長石黒雲母はんれい岩中の球状石英

タンネイソにおいては石見カリ長石黒雲母はんれい岩のなかに，石英の数セシナメート

jレに達する単品をふくむ岩相がしられている。

球状の石英はすでに第11 図 lこしめしたように，タンネイソのあちらこちらでみること

ができるつおおくの石見は粗粒岩型のなかに分散しており，まわりには輝石や角閃石より
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第 14 図 はん h~ 、岩中に発達する石英

の斑状変品このぺグマタイト質部分は，ある部分

なる Rim が発達している戸ナマイタニプ1)1甲の耐難碑の約 800m 南方には，とくに石英の

発達いちじるしい話頭がある

石英はおおむね球状であるが， Rim が 2 重のもの，不凱則なもの，石英のみならずぺグ

マタイト質部分をもつものなどおおくの形態のものがあり，大きさは数 em より 15 センチ

に達するものもある

分布範囲は限られており約 20m 程度

のなかに集中する c そのいちじるしい地

点では 1 m2 中に 10 コほども含まれる c

石見の単品は任 5cm 程度のものがおお

これらは周禄に待 lcm 内外の石英

集合体をもち，カリ長石，斜長石 (An30

~15) をともなって，ぺグマタイト質に

移行するものもある。 Rim は幅 2mm

ほどのぜ通輝石，月閃石よりなりたつc

Rim の不完全なものほどぺグマタイト

質部分がいちじるしく，月:岩中の同質部

分へと連涜する

ではシュリーレシあるいは脈~えになり，それらのなかに不完全な球状石英の形成されてい

ることもあるハぺグマタイト質部分あるいは石見の球状*iil~IJl( ま， fま岩の鉱物を明らかに交

代しており， しばしばつつみこみ，また石英単fTiの 1 部が母宕中に延びている(すなわち

この石見は till揮されたものではなく，交代的に形成された斑;氏支品と〆考えるべきものであ

る

このような石見のいちじるしい発達は，コイカク白調津川中流のit!調津鉱業所の坑道i ノ1

あるいは完幌川中流部の同鉱業所大Ij;jlJc p付近黒鉛大露頭にでも認められる「これらの地点

では七-児(ま[手岩のなかに分散し，おおくは完全な Rim によって分離されている そして

母岩は :ri先黒雲母の発達のすくないはんれい岩あるいはユラライトはんれい岩である。

VI.1.e 閃緑岩

同去は主近入岩[与の半ば以上の地域をしめ，とくにノレベシベツ川と流にひろく発達し

ている 岩石は中位ないし粗粒塊状を呈している c 部分的には細粒部もふくみ，ぺグマタ

イト質のシエリーレシをもつこともあるが，いっぱんには均質な岩石である
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組成鉱物の上では，月閃石はんれい岩質より石英黒雲母閃緑岩質岩石が区分される c ま

た部分均にはトーナライト質岩石もふくめられるつはんれい岩と閃緑岩の角閃岩はんれい

岩質部との相違は，輝行の発達に代る他J~的角閃石の形成されている点にある。

銃下でみると半日形ないし他形粒状構造がある。

斜長石は主軸lこのびた半白形的で，市田粒部では 0.5-1 mm , tli粒部では 1-1，5mm の壮

度であるつ累借構造はややいちじるしい ο 成分の範囲は An55-35 すなわち中性長石で

あるコ輝石に対しては他形的のこともあるが，いっぱんに角閃石には日形的である

輝石は j炎褐~*色角閃石のなかに不規則に残存するのみで，しそ輝石はカミングトン閃石

にかわっている(第 15 図〉。

第 15図閃緑岩

PI: 斜長石， Q: 石英， Hd: 角閃石， Bi: 黒雲母

黒雲母には 2 つの型の結品がある。 1 つはカミングトン閃石や角閃石と平行連品をつく

る片状結品集合として発達するものである c他の型の黒雲母:は劃然とした結晶外形をもち，

1~2mm ほどのいくらかポイキリテ f ザクな発達をしめす濃褐色のものである c あとの

ものは斜長石などの同市を交代的にひろがる石英と共生する。

第 1 の型の黒雲母は角閃石など，すでに生じていた有色鉱物を交代置換して形成された

結晶と解されるが，第 2 の型の結品は石英とともに岩石同結の後期に間隙を充填して生じ

た黒雲母であろうっ

しばしば石英，黒雲母の発達するとともに，それらと組合った日形ないし半白形の An

30 ほどの斜長石が生じている 3 この岩質部はトーナライトとよぶべき組成であって，は

んれい岩類のなかにも不規則に発達している乙とがある。

VI.2 花こう岩

この地域の花こう岩:まはんれい岩体のタト方をとりかこんで発達している ο すなわち変成
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第 16 図黒雲MIとこう岩

Pi: 科長石， Q: ，石英

Kf: カリ長石， Bi: 黒雲 n

トをつくっているっ J己主!まは O.1~2 mm の針状結品で

帯の東側では，はんれい岩体に;!l く北北西~南南東の方向に点々と配列する花こう古賀岩

の小岩体があり，この東端の岩f¥が海岸ヨコマ岬にあらわれるコまたピタタヌンケ江くの

花こう岩は，はんれい岩体の南側を直接つつみこみ貫ぬいているづ変成帯の京恒[)の小岩体

群は，ヨゴマ岬の岩体をのぞき，すべてホノレンブェノレス市のなかの勇断帯に形成されてい

るコたいていの地点でこの男断'lii;は再結品完全なホノレンブェノレスの山現する位置となり，

変堆積岩のそれと不連続的な走向・傾斜があらわれるコ定幌川などでは，花こう芳賀岩は

片状ホノレンブヱノレスに対するいちじるしい斑状変品形成と関係をもっているとこのような

花こう岩質岩石は，岩質のJ:からは細位~中粒の県宝!予花こう岩であるラこれに対 LIN 旧iJ

ピタタヌンケの花こう岩は中粒，比較的に均質な合角閃石花こう岩およひ、黒主ば:花こう岩

であるつ海阜オタオツチキ/ー帝では，花こう岩ははんれい岩をつらぬき，それらをとりこ

んで同化しているコここには多種多様の岩行がみられる タンネイソ j毎岸では花こう岩は

おなじようにはんれい岩を貫いていて，はんれい岩のしそ輝石を多数拍捜している

VI.2.a ヨコマ岬の黒雲母花こう岩

この黒主ほ花こう岩は，すでにのべたように，変!戎帯東側の小岩体の延長部に f" してい

るっ海岸ぞいでは堆積岩(変堆積岩類)との接柚部には判断市はなく， 2 つの岩百がアプ

ライト岩脈を境に接しているつ

岩質は細粒で塊状，黒雲母はいちじるしく多量含有さ

れているコ堆積岩田、の捕獲岩片も少くはないコ

鏡下では平日形，粒状構造がみとめられる、斜長石は

O.3~O.1 mm の長い短冊状結1171であるつ累帯は明らかで

An38~15 の成分をもっ(第 16 閃)っ

石英，カリ長石は間隙充填的であるが， !I寺には O.5mm

ほどにひろがるつこの 2 つのものはしばしばミルメカイ

ある

Vf.2.b 含角閃石黒雲母花こう岩

これは海岸ピタタヌンケよりタンネイソにかけ，すなわちトモチクシ岬，オタオツナシ

岩慌を中心に発達する花こう岩であるつこの岩体は -H 出~[i高[主 l境山地にひろく発長しホ

jレンブェノレスとはんれい岩体との lJ2 界に分布しているコ岩質は塊状，均質ではあるが，色

のくろい細粒の閃緑岩質パッチおよび\毛主ほのクロザト状集合体がふつうにみとめられ

る。
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斜長石は 1~0.1 mm の半白形状で，明瞭な累帯をもっている。 An35~15 の成分であ

るごカリ長石によっていちじるしく交代されている。音調津川上流の岩石はやや塩基性

で， An45~25 の成分である。しかしカリ長石により侵される点にはかわりがない。

石英の間隙充填的である。カリ長石の発達も斜長石の粒聞にみられるが，ひろく交代的

に拡大し，斜長石，石英をつつみこむ例が少くなし )0

黒雲母は茶褐色で Nr= 1.641 , しばしば片状結品が集中し配列してクロヅトをつくる。
/¥

角閃石はほとんど無色~淡緑色，CZ=21°，微細な結品の集合体となることがある。

副成分のなかで，やや顕著なものは燐灰石である。

タンネイソにおけるはんれい岩との接触部には黒雲母を主とする斑点が，花こう岩にみ

とめられるc この斑点は O.lmm ほど、の鱗片状黒雲母結品の集合体であるが，屑石ととも

なって，しそ輝石が中心につつみこみこまれているぐしそ輝石は 0.3mm ある v)は 0.05

mm の柱状ないし粒状結品で2Vα=55°，これらはへきかいに沿って分離され，緑泥石，

ワラノシ石に変化している。

これらしそ輝石をもっ黒雲母の斑点は，接柚部より遠ざかるにつれ減少し，ついに消失

するつ

花こう岩にとりこまれているしそ輝石は不安定な状態をしめし，あきらかにはんれい岩

よりとりこんだ捕獲結品と考えられるものである。

VI.2.c 花こう閃緑岩質岩石

ドモチクネ/岬近くの山頂部には含角閃石黒雲母花こう岩の上部をしめて冠状に発達する

灰白色，細中立の岩石がある。これが花こう閃緑岩である。花こう岩との接触部は判然とし

ているが，この岩石は花こう岩のなかにとりこまれている。

花こう閃誌岩は鏡下ではつぎのようである。

斜長石は 0.5 ~0.1 mm の長住状をしめす。なかには1. 5mm の微斑品もみられる。累帯

は明瞭で， An40~20 の成分をしめす c

石見，カリ長石はともに間隙充填物として発達する c 他成分を包みこみポイキリティッ

クな結品をなすことがある

黒雲母は ~'~J~ 褐ないし明褐色の 0.2mm ほどの片状結品であり，授 Ill] する。

角閃石は決以色類である c おおくは単品をつくる。

この岩百は花こう岩の近入にいくらか先だっ形成をしめすのであるが，同一の近入単位

にふくめられるものであろう。
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VI.3 カ￥んらん石はん jしい岩

第 17 図かんらん石はん

れい岩

PI:斜長石， 01: かんらん石

なっている、しそ輝石は 2Vα=85) ， En18Fs82 の

かんらん石はんれい岩は海岸オタオッチ V ， 音調津川中流および肉幅の西北端美幌川と

コイカク音調津川との分水尾恨附 ;Fi に発達するぐこの岩石は主道入岩体にふくめられるか

んらん石はんれい岩とは異った近入単行口こ属し，岩質もまったくちがうもので野外でも混

同することはない c

かんらん石はんれい岩には慢黒質および比較的に優白質な 2 岩相があるど優黒、質の岩本日

はドモチクシにおいて花こう岩を岩脈状に貫ぬいている c 優白質な岩石は -u 調津川支流旧

十時ニザケノレ拡 rlr 坑道において，主近入岩のはんれい岩をくさび形にきっている。

優黒質の岩石はオタオッチシ岩隙，美幌川に露頭があるほか，オタオザチシ岩礁より N

80W の方向に数カ所発達地があるらしいヶしかしここは転石以外の智識はな l)c

この岩石(ま半オブイデイザク構造をしめす c かんら

ん石， しそ輝石，異剥岩，角閃行，黒雲ほおよび斜長

石よりなりたつ p 成分の 90 ;?，;は有色鉱物である(第

17 図)

かんらん石は lmm ほどの粒状で，われめにそって

蛇紋石化している

しそ埠石，異剥石は海岸の岩石ではもっとも多量に

発遣する まわりに褐色角閃石，若干の黒雲母をとも

成分である

/¥

角閃石はこい褐色種である。 CZ =26 8 ,

斜長石は(也形ないし半日:ffであるハ県i貯はない c An80, 75 亜!火長石である c

優白質のかんらん石はんれい岩はトロクトノレ岩質部もふくんでいるうまだ境界の不分明

なベグマタイト質が発達することもある

トロクトノレ岩は 1~1.5 mm の半白:ff的斜長石 An80 および径 0.2~1 mm の粒状かんら

ん石からつくられている亡ペグマタイト質部分をもつが，ここでは輝石，角閃石が従属的

にくわわっている

かんらん石はんれい岩の侵白部は斜長石，複色角閃岩，かんらん石，輝石，黒雲 i手の)I日

にを減ずるコ斜長石は An 70 の成分である。 累帯をかく点などはまえにのべた特徴と

異らない:その他の成分についても，すでにのべた優黒質部分と大差がないc この岩石で
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異ることは褐色角閃石あるいは異長IJ石が自形的斜長石の間隙をうずめ， 1cm ほどのポイ

キリテイザクな斑点をつくることである。

VI.4 脈岩類

この図幅地域の脈岩類は火成岩体のなか，あるいは変成帯の内部に観察され， 2m-30cm

の岩脈として発達している σ

VI.4.a アプライト

アプライトは深町立岩体のなかに発達するが，とくに異った岩石，岩相の接する部分，断

層，勇断の位置!とおおい。鉱物成分上，これらには 2 つの型.が存在するもののようである。

これらは花こう岩またははんれい岩，閃緑岩にそれぞれ伴われて異った性質をしめすので

あるつ

花こう岩に伴われる岩型

ヨコマ岬のアプライトは花こう岩←堆積岩接合部に貫入しており，ホルンプェノンス，花

こう岩を捕獲含有しているつ

鏡下ではミノレメカイト連品がいちじるしいっ組成拡物(まカリ長石，石見，斜長石，黒雲

母の)1闘に量を減ずる。カリ長石はパーナイト構造をあらわし，石英とミノレメカイト連品を

つくる。斜長石は中核の成分 An20 程度で，同校にうすい新鮮な累帯をもっていると黒

雲母がまれに発達をしめす。

はんれい岩体に伴われる岩型

海岸タンネイソでは石英・黒雲母はんれい岩を平行岩脈として貫ぬくアプライトがたく

さん観察されるコこのアプライトは組成鉱物の量の順にのべると，斜長石，石英，カリ長

石を主成分としている。斜長石は An 15-10 であって Ab 分子がおおい(しかしカリ長

石は少いものである。この脈岩lこは従属成分としてざくろ石を有している c ざくろ石はタ

ンネイソ附.lITでは稀であるが，オタオッチンでは 1cm-2mm ほどの集合体を形成してい

る。ざくろ石は決ピシク色，とくにその周縁部に 0.2-0.3mm の斜長石，石見をもってい

る。

VI.4.b 変ひん岩

この地域の他の脈岩はひじようにすくない。

海岸ヨコマ)~甲の花こう岩の境界 lこ近く，幅 30cm ほどのひん岩岩脈がある。この脈岩は

熱変成作用をうけており，すくなくとも深成岩類近入に先だった活動をしめすもののよう

に考えられる。同質の脈岩はコイカク音調津川と流にも知られ，ここば片府岩とホノレシブ
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ェノシスとの境界にあたっているコしたがってこの岩石の変成はいちじるしいっ

長下で変成のよわいヨコマの岩石をみると， 2~5mm の日形的斜長石， 1~2mm の陽

起石集合(輝石源)の斑iv! とひじように制かな石基からなりたっている〕

斑!日の斜長石は)司令まより再結!日し，思主ほが新生し，卵形になっている J 輝石の理品は

すべて微細な防起石の集合になっているハ集斑状構造をしめす部分もあるつ

石主はこまかな ;j~f0色忠云ほと斜長百からなりたつつ斜長石には O.05~O.1 mm の倣科目

な包冊状の形が残されている

これら変ひん宕はホノンシブェノンス形成後，交!t\dWI十l 車ru の片j.~i;岩， ミグマタイト形f或に }G

だって貫入した脈岩と与えられる。

VII 地質構造

この地域の地質構造を大別すると， 22成佑;のそれと不支戎'li;;の構造とがそれぞれ具った

特徴でしめされているつ

変f戎帯はホノレンブェノレス発達，出TJ，西をしめるのであるが，その一般走r~J]は WNW-ESE

をもっている〉この附幅の地域では，日高変成品;の中央部の状態と異り，変成品;タト待は東

西にはりだしている

変成帯は構造的に外側のホルンブヱノシス'貯とその内部の地帯とにわけることができるう

外側のホルンブ E ノレス帝の岩石は，熱変成されてはしユるが，原岩の構造 (Jy:積構造)は

不変成市のそれに一致しているつ

内部変成帯は，これに対し暫断のいちじるしいせまい'貯で分離されているコこれを店界

にし，内部ではj原堆積構造は尖われ，代って片理が出現するコ片理の一般傾向は WNW

ESE, N Iこ傾斜する「この方向は変成借肉部の走向および傾斜と一致するのである

この亨j断帯は努断された再iK131完全ホノレンブェノレスか，片状ホノレンブヱノレスで構成され

ている。

変成併の中軸は片岩，片!内、岩およぶミグマタイトよりなるが，これらの岩石は， ['XI幅の

南西隅にあらわれており， 1 つのドームをつくっているつこれは古調津ドームとよばれ，

重吉石黒雲町ミグマタイトの形成の際の注動にすべて関係づけられている。

このドームの斗誌をとりかこむJf3.で，前記の勇断借lこそい各種火成岩が近入している σ

しかしすでにのべたように辺入は不調和的であって，ホルンフェノレス帯lこも及ぶ乙近入の形

成からみると，火成岩の形成は，ほとんどすべてミグマタイトドームの形成に遅れているコ
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火成岩に関しのべると，岩床状の主近入岩体の両側に花こう岩，さらにこれらを切るか

んらん石はんれい岩体がある。

主近入岩の北および「旬側の花こう岩は岩質がいくらかちがっている。南側の岩石が均

質， i宗成的であるのに対し，北側の岩石は，形成する岩体が小さく，不均質であり，また

一部には変品状の鉱物形成が行われている。ことにこの変品鉱物形成は地域の西北側ほど

し)ちじるしいc この花こう岩小岩体はホノレユ/ブェノレスの勇断帯上にすべてある c そしてこ

の延長配列はミグマタイトの中軸帯よりはずれてもつづいている。すなわちこの男断は主

近入岩体形成後の運動をしめすようである(白調津川ではこの努断帯は}布北に lkm 内外

くいちがっている。ここにはかんらん石はんれしユ岩が近入している c かんらん石はんれい

岩体の延び (N-S 方向)は勇断を切る，より後期の運動をあらわすのであろう。

変成帯は，以上の走向性の構造線形成後に N-S 方向の，ひじようにけん著な断層によ

って切断されている。もっともいちじるしいものは，ゴイカク古調津川中流より音調津川

上流を通り，猿留川にぬける断層である。

この断層は隣接する猿留図幅につづき，庶野にいたるまで追跡されている京留開裂帯の

延長部である。これに平行する小規模の断層群はかんらん石はんれい岩，花こう岩体をき

って発達している c

不変成帯の構造は，きわめて錯雑している。大きくとらえるならば堆積岩類の走向は，

日高層群楽占居においては N-S ないしわずかに W にふれるものである c この走向は変

成帯の WNW-SES と斜交するわすなわち変成帯の現在の構造は， これら堆積岩類の構

造がいちおう完成した後にっくりあげられたことになる c つぎに堆積岩類のなかに，海岸

オナオベツ， 美幌附 jIJ:より NW にのびるいちじるしい明断破砕借の発達があげられる。

この勇断帯(オナオベヅ層)には方解石および15長石の網脈が発達し，その幅は約 1，300 m

にも達する c この前断若干の東北部には日高層群の上部(広尾同)が，西市部には下部(来

古層)が，いずれも NNW の方向に発達し， これらの地層にも方解石および同長石脈の

入った到断部があり，全体として非常にもめている c すなわち来古屈では地層が逆転して

いる場合が多く， f~f調津川， )ミ幌川附jIJ:では宿世!構造がみられるほか，多くの断固により

地層がきられているとl しかし，全体としては，東部から西部へ，新し l)地同から古い地層

へと帯状に移り変っていく単斜構造といえよう ζ これは日高変成帝の浮き上りによる運動

と解されるのであるつ

楽古川河口附 j5::に分布する里(以川層(鮮新世)も広尾居と断層をもって接しており，地

層の傾斜も 500~70つくらいのものが多いc したがって，鮮新世以後も造構造運動が行わ
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れたことは明らかなことであるつ

第 18 図構造概念図
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この間 I幅内にふくまれるおもな鉱床は，はんれい岩に陛胎する合ニッケノレ語、硫鉄鉱鉱床，

黒鉛 ~J2~ 床およびピラオトリ!再出に発達する亜炭層がある(合ニザケノレ磁硫鉄鉱，黒鉛鉱「末

は住友金時鉱山 1'''l-§J~ 津鉱業所により探鉱されているが，現在は休山中である。
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VIlLI 合=ッケル磁硫鉄鉱，黒鉛鉱床

音調津鉱山

鉱床は広尾町古調津，コイカク音調津川中流および美幌川中流にある。そこまでは音調

津市街よりそれぞれ 10 ， 14km , トラザク道路が聞かれている c

この鉱床は黒鉛鉱床として明治末期に探鉱されていたようであるが，ニッケノレ鉱床とし

ては昭和初年，東亜ニッケノレ株式会社により開坑された。この東亜ニザケノレ株式会社は昭

和 13年，十時ユザケル株式会社と改称され，数カ所に探鉱坑道がもうけられたc 一方美幌

川の鉱床は成観鉱業株式会社のおよ区となり，昭和 15 年，大防本坑 (I日美幌ー坑)が開坑され

た c これらから採鉱された鉱石は昭和 20 年までの間，住友金属鉱山悶富鉱業所に送られ

ていたが，大部分は融剤として利用せられ，銅，ユヴケ jレは実収をみるに王らなかった。

これら鉱床は昭和122 年日本炭素株式会社の所有となり，日勝通洞坑(旧オシラベヅ 2 坑)，

美幌黒鉛大露頭が開坑されたと しかし黒鉛の選鉱に成功をみるに至らず，昭和 25 年休山

した士

鉱区は昭和 26 年住友金属鉱山の所有となり，同社により黒鉛，銅，ニッケノレを対象に大

規模な探鉱が行われ基礎資料が集積された。その結束，昭和 33 年日時 2， 3， 4 坑が探鉱の

ため開坑されたが，経済情勢の不況から同年 10 月休Ilr となり現在にいたっている。 現在

事務所その他の諸施設は保存されている

鉱床

鉱床の母岩は主近入体を構成するはんれい岩であるが，閃保Jヨに鉱床は旺胎しておらな

l)c おおくの場合合ニヅケノレ股!日〔鉄鉱床は石墨鉱床をともなっている。

これらの鉱化地域は主近入岩体の延長方向に平行する N60ο~80 へW 方向に1.5 x6km

の規模で，すなわちコイカク音調津川中流の各沢より美幌川中流にかけて帯状に発達して

いるご鉱化帯はこのなかに N70
C

E ないし EW 方向をしめし数条みとめられる c ピタタ

ヌンケ沢ヒ流，ノレベネ/ベヅ沢源流などにも鉱化部は存注するが，はんれい岩質部の発達が

小規模でかつ花こう岩によりたち切られているのであまり明待できぬこ

拡化+1;:をつくるおもなる岩相は，はんれい岩類のうち，粗粒の日主主 tヲ.，角閃石を有する

はんれい岩であるが，依硫鉄鉱は鉱化佑:構成岩石のなかでも，とくに優白質な細粒硬質の

輝石はんれい岩にともなわれ鉱体自体となっている c この位体の周囲に発達する岩石は中

粒黒宝母はんれい岩，中粒ないし粗粒の角閃石はんれい岩(輝石の角閃石化によるものも

おおい)および石英黒雲母はんれい岩(角閃石化した岩質部をふくむ)などで，変化にと
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んでいる士またしばしばアプライト岩脈，優白質キ/エリーレンなどが集中する傾向があ

る。

鉱床はi鬼状拡体および散点会体のそれぞれが単位鉱体となり，それらの集合した形をも

っている τ 各単位鉱体はSI~:化帯のなかで N30"~40CW 万向にのびをしめし，雁行状に配

列している

形態の上よりみれば，きわめて同平なレンズ状ないし版状をなし，それらの厚さはふつ

う 2 ないし 5m 程度，延長 40 ないし 60m，傾斜延長 10 ないし 20m と推定される c

と述のような地表部での鉱床賦存の傾向は，下部深部においてもおなじ形態をとるもの

と考えられる

磁硫鉄鉱床の鉱石は，硫化鉱物の濃集度によって塊状蕗，網状鉱，細粒散点鉱，粗粒散

点銀、および1眠状鉱などにわけられる

塊~I犬~}J:は 11主化鉱物が可:岩をほとんど交代しつくし，塊状の産出状態をしめすものであ

るハ網状証::ま i鬼状鉱と i手岩とのよ克界に発達する努断面に発達する半i則元住;である

細粒散点およは硫化鉱物の珪点が lmm 程度のもので， 0.1 ないし 0.5mm の践硫鉄鉱が

単品あるいは 2~3 集合しているものである σ 粗杭散点f，!.i;は，斑点が 1 em 内外で，磁硫鉄

事11;の結itJiがいくつか集結し，さらにそれらが交代的にひろがっているものであるとこれら

の交代にともない母岩にはぶどう石， ~(;JW己石などが形成されている

脈状釘:は母岩をきるアプライトにきわめて組杭(l~2 em) の磁硫鉄広がともなわれる

形をもっている n この紅石によって大きな鉱仕えの生じている例はないと

鉱石定:物は践硫鉄鉱を主体とし， ~~~lrJ釦"硫鉄ユッケノレ J，1l:， ポりディマイト，キェーパ

ナイト，紅ニッケノレ鉱，閃亜鉛鉱，方鉛およ，チタシ鉄鉱などをともなっている仁このほか

二次的鉱物として黄鉄広，白鉄拡，ヴィオーラノレ鉱，プラポア鉱などがみとめられる

石主鉱床は N70C~EW の構造線に支配されて発達しているようであるごこれらも同平

な鉱休を形成している

石毛は鱗状のものであるが，つねにいちじるしい石見による交代作用をおよ化の前駆とし

てともなっていると石児(ま 4~5mm ないし 3em ほどの球状の斑状支品をつくり，微細

な鱗片状石墨がそれらの交を再交代し浪宅している{石黒が一見きわめて多国:に賦存し

ているかの如くでも，品(立が比較的低く，かつi室長に困難であるのはこのような生成にも

とずくためである。

VIII.2 ピラオトリ亜炭層
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広尾町市街地の約 3km 北東方，楽古川右岸には，末凝結泥岩，砂岩層を主体とするピ

ラオトリ層が，段丘疎層の下に発達する。 この地層は層厚 1m 内外の亜炭層を介在して

おり，この亜炭はかつて数カ所で稼行されていた。しかし現在はいずれも廃坑となり，坑

道も破壊されている。亜炭は炭化度のひくいものであるつまた河水面上 10m 内外の高距

しかしめしておらぬ上，水平層であるために，あまり今後に期待はもてない。
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釧路第 68 号広尾図幅説明書 第 1 図版

第 1 図 海岸における花こう岩の露頭

手前の左上ははんれい岩，下部で花こう岩が貫ぬ L 、ているご

アm

コー‘

500m.

海岸ヨコマ岬~オタオツチ

シ岩礁問の地層図

1: 黒雲母花こう岩

2: 石英カリ長石黒雲母はんれい岩

3:球状石英発達地

4: 合しそ輝石花こう岩

5: 含角閃石黒雲母花こう岩

6: 花こう閃緑岩

7: 花こう岩，はんれい岩同化，;f，変成

岩i原捕獲岩もふくまれると

8: かんらん石はんれい岩

Yk: ョコマ岬 Sm: サマイタニプ岬

Tn: タンネイソ Tm: トモチクシ岬

Ot: オタオツチシ岩礁

Pl-1 第 1 同は Ot 位置，北望の写真で

あると
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釧路第 68 号広尾図幅説明書 第 2 図版

第 1 図広尾港立岩

シヤールスタインおよび石灰岩よりなりたつ。

第 2 図 海岸における日高層の露頭

右手は勇断された砂岩層，左方は砂岩，けつ岩の互層部である。
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釧路第 68 号広尾図幅説明書 第 3 図版

第 1 図 ビオトリ層の露頭(ラッコ )11)

粘土層の上部に亜炭層がのっている。

第 2 図 石英黒雲母角閃石はんれい岩に発達する球状石英

音調津鉱山陰の沢旧坑内
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{il ll路第 68 号広尾図幅説明書 第 4 図版

第 1 図オナオベツ層

粗粒砂岩に網状曹長石，)j・解石脈が生じているつ i 輿断帯である。

第 2 図 広尾北方海埠での段丘:l'(t積物

下部はピラオトリ屑よりなり，不整合的に喋層が発達する。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

BIROO

(Kushitro-68)

By

SeijiHashimoto

HiroyukiTakeda

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

ThesheetmapBiroocoverstheeasterncoastofCapeErimointhe

areabetweenlongitude143ー15'to143ー30'Eandlatitude42ー10'to42ー

20'N.

Threedifferentgeologicalunitsareincludedinthesheet:ametaｭ

morphiczone, anon-metamorphiczoneandthefloodplainofTokachi

fromsouthtonorth.

Sedimentaryrocks

Rakkoformation:

LaminatedsandstoneandslaterunningN30W toN10W , makeup

thePre-CretaceousRakko formation. The lower member of the

formationconsistsofblackslateoverlaidbythickbedsoflaminated

sandstone, insomelayersofwhichcalcareousnodulesareabundantly

contained. TheupperpartoftheRakl 王o formationcomprisesmainly

coarseandmediumsandstone. A thinbedofconglomerateisfound

alongthecoastnearOshirabetsuandRubeshibetsu. Thewholedips

tothenorthwestandisisoclinallyfolded.

Onaobetsuformation:

OnaobetsuformationseemstobeconformabllylaidupontheRakko
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formationinthecentralpartofthearea. Itiscomposedofintensly

sheared, coarsesandstone, beingirregularlytruncatedbymanysetsof

veinletsofcalciteandalbite. Forthepresent, itistreatedasamember

ofaformation , however, futureinvestigationmayrevealfurtherevidence

ofashearedzoneofimportancealongthetrendofthis“ formation. "

Birooformation:

TheBirooformationformstheuppermemberoftheHidakagroup.

ltisformedbyaseriesofthinalternationsofsandstoneandmudstone,

complexbedsofmassivesandstoneandmudstoneintercalatedwithbeds

ofcralcareousnodulesandillsortedtu 百aceous sandstoneinorderof

deposition. Acharacteristicfeatureofthisformationisanoccurences

ofschalsteinandlimestonebedsinthemiddleportion.

Tertiary(Toyonigawa)formation:

ATertiaryformationoccursinthenorthernpartofthesheet. It

iscomposedchieflyofconglomerateandcoarsesandstone, andisconsiｭ

deredtobePlioceneinAge.

Quaternarydeposits:

QuaternarydepositsarethelignitebedofBiraotoriandtheterrace

orfandepositsoftheTokachiPlain.

Metamorphicrocksandmigmatite

Azoneofmetamorphicandmigmatiticrocksoccurringasamouｭ

tainaxisoftheHidakaRange, isfoundtobecomposedofhornfelses,

biotite schist, biotitegneissandcordieritebearingbiotitemigmatite.

ThegeneraltrendoftheserocksshowsWNWtoESEdirection, which

quiteobliquelycutsacrossthestructuraltrendofthesediments. A

narrowbutdistinctshearedzoneaccompaniedbycrushedhornfelsor

schistosehornfelsorboth, developsalongajunctionbetweenthemeta 世

morphicbeltandthesedimentarymantle.

Hornfelsesoccurringoutoftheshearedzone, arecharacterizedby

animcompletedegreeofrecrystallization;theyretaintheiroriginal

sedimentarystucture. Hornfelsesintheshearedzoneareentirely

crystalline. However,havingsu 旺ered strongshearingsomearemylonitic

inappearance. Schistosehornfelswhichcropsoutintheshearedzone,

hasacloseconnectionwiththeformationofgneissintheaxialcoreof
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themetamorphiczone. Itcontainsagranoblastic, hornfelsicpart, beｭ

sideswhich, verythinlayersusuallymadeupfromquartzareobserved,

showingparallelarrangement. Therocksintheinnerpartofthe

zonearecharacterizedbybiotitegneisswhichisconcordantwiththe

migmatiticaXIS.

Cordieritebearingbiotitemigmatiteistona1iticinmineralcomposiｭ

tionbeingcharacterizedbylargeplagioclaseporphyroblasts. ltcontains.

abundantgneissicpaleosomesandshowsfaintgneissicfoliationwhich

revealsanelongatedandsteeplydippingdome-likestuctureintheexial

partofthemetamorphiczone.

Igneousrooks

A seriesofigneousrocksareexposedformingasheet-likebody

along theboundary betweenthemetamorphicand thesedimentary

zones;amongothersthefollowingrockunitsaredetectedinorderof

intrusion. Thebasicintrusivecomplex, graniteandolivinegabbro.

Thebasicintrusivecomplex , Thefollowingrooktypesarefound

inthebodyofthebasicintrusivecomplex. Olivinegabbro, hyperite.

hornblendegabbroanddiorite. Theyhavegradationalrelationships.

witheachother. Exceptolivinegabbro , alloftherocksarefullof

varietyaccompaniedbyquartzandbiotiteinvariousamount.

NearTanneiso, unusualoccurenceoflargeporphyroblasticquartz

crystalsarefoundinthequartzpotash-feldsparbiotitehyperitewhich

havetobeassumedtohaveresultedfromincorporationwithgranitic

ormigmatiticmaterialsbelow.

Graniteincludesrocktypesofbiotitegraniteandhornblendebearing

biotitegranite. Mostoftherockbodieshaveformedbydiscordant

intrusion, however, thepetroblasticformationofthemineralconstituents.

isresponsibleforthedevelopmentoftheminorintrusivebodiesseento

occuralongtheshearedzonebetweenthemetamorphiczoneandthe

sedimentaryzone.

Olivinegabbroexhibits anintrusionof thelater stage in the

igneousactivity. Olivinegabbroisverycoarse 司grained ， possesinga

faintbandedflowagestucture;metamorphicalterationcanhardlybe

observed.
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Economicgeology

Nickeliferouspyrrhotiteandgraphitedeposits, beingfoundinsome

partsofthemainbasicintrusive, areofconsiderablevalueinthisarea.

Themostofthedepositsshowlenticularorebodies, dippinggentlyto

thenoth-westandareaccompaniedbythegraphitedeposits.

Theoreconsistofpyrrhotite, chalcopyrite, minorpentlanditeetc.

Thereplaciveformationofthegraphitecharacterizethelaststageof

thesulphidemineralization.
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